
CREDAS 提出用ファイルの取り込み･データチェック、重複データのチェック･削除機能の追加 

 

COBRIS 入力データの精度向上を図るため、CREDAS 提出用ファイルの取り込み・データチェック、重

複データのチェック・削除が行える機能を事務局の副産物窓口担当者向けメニューに追加しました。 

機能概要は以下のとおりになります。 

 

 

１．機能概要 
 

１）提出用ファイルの取り込み機能とデータチェック機能 

 

・ＣＲＥＤＡＳ入力システムで作成された提出用ファイル(LZH 形式)の工事情報をデータベースへ

取り込むことができます。 
※ CREDAS V10 で作成された提出用ファイルのみ取り込みが可能です。 

 

・取り込まれた工事情報は、COBRIS に保存されます。 

・登録された工事情報の更新・削除は、登録を行った発注機関のみすることができます。 

 

２）データチェック機能 

・本機能で、既存のデータベースへ保存する工事情報のデータチェックを行います。 

なお、登録時の二重登録等のデータチェックは行いません。 

 

３）重複データのチェックと削除機能 

・取り込まれた工事情報や、取りまとめ担当者が登録した工事情報について、一覧で確認することが

できます。また、データの確認・削除を行うことができます。 

 

２．画面イメージ詳細 
 

２．１ 提出用ファイルの取り込み・データチェック機能 

 

① 建設副産物窓口担当者情報画面のトップ 

 

 
 

図-1 建設副産物窓口担当者情報画面 

 

 

 

「CD-ROM 版 CREDAS ﾁｪｯｸﾘｽﾄ作

成・提出用ファイル登録」を

クリック。 



② CD-ROM 版 CREDAS ﾁｪｯｸﾘｽﾄ作成・提出用ﾌｧｲﾙ登録機能 

 

 
 

図-2 CD-ROM 版 CREDAS 搬出先調査ﾁｪｯｸﾘｽﾄ作成・提出用ﾌｧｲﾙ登録機能画面 

 

 

③ 提出用ファイル内をチェック中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 処理中画面

・「3.アップロードする提出用ファイルの

指定」で「参照」ボタンをクリック。

・CREDAS 入力システムで作成した提出用

ファイルを指定。 

・「ﾁｪｯｸ開始」ボタンをクリックすると、

読み込みチェックを開始します。 



 ④ 提出用ファイルチェック結果 

 

④－１．提出用ファイルの内容に問題がない場合 

 

 
 

図-4 登録確認画面 

 

 

④－２．提出用ファイルの内容に問題がある場合（警告エラー） 

 

 
 

図-5 警告確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録対象件数（工事件数）が表示さ

れます。 

「登録」ボタンを押すと工事情報を

登録します。 

登録完了後、図-7 登録完了画面が表

示されます。 

「ﾘｽﾄ作成」ボタンを押すと、図-8「搬

出先調査チェックリスト」（自己解

凍型 PDF ファイル）を作成します。 

「戻る」ボタンを押すと工事情報を

登録せずに「CD-ROM 版 CREDAS ﾁｪｯｸﾘ

ｽﾄ作成・提出用ﾌｧｲﾙ登録機能」画面

に戻ります。 

工事件数と警告エラーが有る工事件

数が表示されます。 

「登録」ボタンを押すと工事情報を登

録します。 

「戻る」ボタンを押すと工事情報を登

録せずに「CD-ROM 版 CREDAS ﾁｪｯｸﾘｽﾄ

作成・提出用ﾌｧｲﾙ登録機能」画面に戻

ります。 



 

④－３．提出用ファイルの内容に問題がある場合（必須エラー） 

 

 
 

図-6 必須エラー確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ﾘｽﾄ作成」ボタンを押すと、

図-8「搬出先調査チェックリス

ト」（自己解凍型 PDF ファイル）

を作成します。 
「戻る」ボタンを押すと工事情

報を登録せずに「CD-ROM 版

CREDAS ﾁｪｯｸﾘｽﾄ作成・提出用ﾌｧ

ｲﾙ登録機能」画面に戻ります。

工事件数、警告エラーが有る工

事件数、必須エラーが有る工事

件数が表示されます。 



 ⑤工事情報登録及び搬出先調査チェックリスト 

 

 ⑤－１．工事情報登録完了（エラー無し・警告エラー共通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 登録完了画面 

 

 

⑤－２．搬出先調査チェックリスト（警告・必須エラー共通） 

 

 提出用ファイルのチェック結果にエラーが含まれていた場合は、「搬出先調査チェックリス

ト」の作成を選択することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リストに記載されているエラー箇所の確認及び修正を行い、再度データチェックを行ってく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-8 搬出先調査チェックリスト 

 

「戻る」ボタンを押すと、

「CD-ROM 版 CREDAS ﾁｪｯｸﾘｽﾄ作

成・提出用ﾌｧｲﾙ登録機能」画面

に戻ります。 



２．２ 提出用ファイルの重複データのチェック・削除機能 

 

 ① 建設副産物窓口担当者情報画面のトップ 

 

 
 

 

 

 

② 重複データのチェックと削除機能 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-9 建設副産物窓口担当者情報画面 

図-10 重複データのチェックと削除機能画面 

データ項目の重複範囲に合わ

せて「重複（厳・中・緩）」を

選択してクリック。 

COBRIS に登録されている工事

情報をすべて表示させるには

「全データ表示」をクリック。

「重複データのチェックと削

除」をクリック。 



③ 重複データチェックの結果一覧 

 

 
 

図-11 重複データチェックの結果一覧画面 

 

 

④ データ削除実行画面 

 

 
 

図-12 データ削除実行画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重複及び全データの検索結果

画面から、削除対象工事の右

側にある「削除フラッグ」へ

チェックを入れて、一覧の下

部にある「確定」ボタンをク

リック。 

重複登録がされている工事情

報の一覧が表示されます。 



⑤ データ削除実行確認 

 

 
 

図-13 削除実行確認画面 

 

 

⑥ データ削除実行後確認 

 

 
 

図-14 データ削除実行後確認画面 

削除実行後、一覧表から対象

データがないことを確認して

ください。 

削除実行の確認ダイアログが

表示されますので、削除内容に

問題のないことを確認して

「OK」ボタンをクリック。 


